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田中稔泰

　2020年７月、熊本県を中心に九州や
中部地方など日本各地で集中豪雨災害
が発生した。被災した熊本県の人吉市
および球磨川流域やその近辺では新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため
避難者の密集を防ぐために避難所が多
数設置された。
　この中にはいくつかの学校も避難所
に指定され、熊本県薬剤師会は災害支
援薬剤師及び学校薬剤師を派遣し、モ
バイルファーマシーでの医療用医薬品
の調剤と供給ならびに各避難所へ一般
用医薬品の供給と避難所の環境衛生管
理活動を行った。
　このように近年、日本列島は地震・
台風・豪雨・水害など多くの自然災害
に見舞われている。学校薬剤師は、学
校での災害や感染症への対応並びに避
難所生活環境衛生管理支援において、
避難者はもとより児童生徒らと学校関
係者に正しい知識と行動を示すことが

できる貴重な存在であり、機会あるご
とに学校の環境衛生対策や感染症制御
について指導助言を行ってもらいたい
と思う。
　災害の発生など非常時において多く
の学校施設は、地域住民の応急避難場
所としての役割も果たすことが想定さ
れている。被災後、避難所が設置され
れば、薬剤師は医療チームの一員とし
て避難者への医薬品の供給や相談等を
行うこととなるが、同時に避難所での
衛生管理や避難者の感染症対策も行う。
　特に学校薬剤師は担当校が避難所と
なった場合、避難所の公衆衛生活動に
積極的に参画し、指導的役割を果たす
ことが望ましいと考える。そのために
学校薬剤師は、災害発生時に適切な活
動が行えるよう平素から学校における
災害対策・避難所運営マニュアルの確
認や見直しを行い、担当校が避難所と
なった場合の協力体制についての学校
側と協議しておくことが重要になる。
　この分科会では、避難所となった学
校の環境衛生対策と避難者と児童生徒
らとの区分そして開校までに学校薬剤
師がどう関わっていくかを考えてみた
い。　　　　　　　　　（富永孝治）

避難所となる学校の環境衛生対策
～災害時における学校薬剤師の役割～
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宮﨑ゆりか

　今年度、改訂モデル・コアカリキュ
ラムでの薬学実務実習は２年目を迎え
る。学習成果基盤型教育（ＯＢＥ）に
基づく薬学実務実習が行われ、実施状
況を踏まえた課題などが見えてきた。

  本分科会ではその課題を認識し、大
学における薬学教育の過程についての
知識を深め、薬局・病院での取り組み
や改訂モデル・コアカリキュラムの実
務実習を体験した学生の声を聞き、質
の高い実務実習と薬学教育の実現へ結
び付けたい。
　まず、基調講演として、日本薬剤師
会の亀井美和子先生から、６年制薬学
教育が始まってからの実務実習の位置
づけ・変化について、学習成果基盤型

教育（ＯＢＥ）における実務実習の変
化と対応についてなどご講演いただく。
　大学においての薬学教育として、帝
京大学薬学部の小佐野博史先生から、
臨床準備教育に必要と感じている事や
学生のコミュニケーション力について
など、大学内での教育から効果的な実
務実習への橋渡しとなるようなお話を
していただく。
　ひかり薬局の片山周也先生、北海道
大学病院の菅原満先生からは、改訂モ
デル・コアカリキュラムにおける実
務実習で、皆さん苦労されたと思わ
れる代表的な８疾患への対応や評価
方法など、ご自身の施設における実務
実習の取り組みなどについてご報告い
ただく。
　最後に、実際に学んだ学生として北

海道科学大学薬学部の山本晟蓮氏か
ら、「改訂モデル・コアカリキュラム
での実務実習を終えて学んだこと・感
じたこと」をお話しいただく。
　大学で事前学習として学んだことが
どう実務実習につながっているのか。
薬局実習で薬剤師業務を実践し、地域
医療や在宅医療に関わり印象に残った
こと。病院実習で他職種への情報提供
を実践しチーム医療に関わり印象に
残ったこと。全体を通して実務実習を
どう感じたかなどお話いただく。
　本分科会で６年間のカリキュラムの
全体像を把握・理解していただき、ご
自身の施設での実務実習を振返り、学
び、試行し今後の実務実習・薬学教育
を充実したものにできれば幸いである。

（宮﨑ゆりか）

これからの薬学教育について
～学習成果基盤型教育(OBE)の

薬学実務実習を実施して～

分科会の見どころ・
聞きどころ
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　近年、薬剤師は「対物業務」から「対
人業務」へのシフトが進む中、かかり
つけ機能の一層の強化が求められてい
る。薬局薬剤師は処方箋調剤に限らず、
在宅医療、ＯＴＣ医薬品相談、健康食
品相談、公衆衛生など、幅広い分野で
日々業務を行っている。その一つに、
薬局製剤販売医薬品(以下、薬局製剤)
がある。
　薬局製剤は個々の薬局の独自の医薬
品として、かかりつけ薬局・かかりつ
け薬剤師の職能を発揮し、生活者の
健康サポート（セルフメディケーショ
ン支援）としての役割を果たすため
にも重要な医薬品である。現在、漢
方薬236品目・西洋薬184品目・承認不
要９品目の合計429品目が認められて

いる。
　今回、北里環境科学センター理事長
の山田陽城氏より、基調講演として
「薬理作用からみた漢方処方の薬効の
解析と薬局製剤」、その後、日本薬剤
師会薬局製剤・漢方委員会の眞鍋励次
郎委員より「薬局製剤・漢方委員会の
活動」、続いて札幌にて薬局製剤に取
り組んでいる薬局の先生２人にご講演
いただく。
　漢方薬の薬局製剤については、伝統
漢方からさわ薬局の唐澤豪貴先生より
「薬局製剤の活用例(漢方薬)」、西洋
薬の薬局製剤については、時計台薬局
平岸店の井内康行先生より「薬局製剤
の必要性と地域貢献について」と題し
てお話しいただく。
　終了後は、薬局製剤の今後の方向性
や、かかりつけ、セルフメディケー
ションにどこまで貢献できるか討論を
行う。この分科会を通して多くの薬剤
師が薬局製剤に取り組んでいただける
ことを期待する。

（東洋輝武）

薬局製剤の現状と必要性
～かかりつけ薬剤師からその先へ～


